
【発電所諸元】

水力発電の事例（内の倉発電所）

位 置
最 大 出 力

年間発電可能量
最 大 使 用 水 量
有 効 落 差
建 設 費
運 用 開 始
造 成 事 業 名

施 設 管 理 者

：新潟県新発田市滝谷
： 2,900kW
： 11,084MWh
： 5.0m3/s    
： 70.5m
： 24億6,300万円
：平成2年4月
：県営かんがい排水事業
（加治川沿岸地区）

：加治川沿岸土地改良区連合

内の倉地区

○国営加治川地区 内の倉ダムの利水放流設備を利用した水力発電施設

内
の
倉
ダ
ム

内の倉発電所

内の倉発電所

立軸フランシス水車(仮組中)

発電所への管路(Φ1200㎜)

内の倉ダム

う ち の く ら
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期別水量 発電用水（ダム放流水に従属）

流量

(m3/s)

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

Q=5.000m3/s Q=ダム放流量



発電所内観

水車 同期発電機
励磁装置

小水力発電の事例（五城発電所）

○国営魚野川東部地区における三国川幹線用水路の落差を利用した小水力発電施設

【発電所諸元】

：新潟県南魚沼市
： 1,100kW
： 7,829MWh
： 5.44m3/s
： 24.01m
： 17億900万円
：平成12年4月
：県営かんがい排水事業、農村総合整備事業の合併施工

（五城地区）
：五城土地改良区

位 置
最 大 出 力
年間発電可能量
最 大 使 用 水 量
有 効 落 差
建 設 費
運 転 開 始
造 成 事 業 名

施 設 管 理 者

ごじょう
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期別水量
農業用水

発電用水
（農業用水に従属＋非従属）

ヘッドタンク外観 発電所外観



【発電所諸元】

：新潟県胎内市
： 960kW
： 4,901MWh
： 2.0m3/s
： 60.25m
： 14億2,600万円
：平成14年12月
：農村総合整備事業
（胎内地区）

：胎内市

位 置
最 大 出 力
年間発電可能量
最 大 使 用 水 量
有 効 落 差
建 設 費
運 転 開 始
造 成 事 業 名

施 設 管 理 者

○農業用水を利用した小水力発電施設

小水力発電の事例（鹿ノ俣発電所）
か の ま た
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期別水量 農業用水 発電用水
（農業用水に従属＋非従属）



○国営苗場山麓第二地区における雑水山導水路落差を利用した小水力発電施設

【発電所諸元】

位 置
最 大 出 力

年間発電可能量
最 大 使 用 水 量
有 効 落 差
建 設 費
運 用 開 始
造 成 事 業 名

施 設 管 理 者

：新潟県中魚沼郡津南町
： 39kW
： 281MWh
： 0.42m3/s    
： 12.4m  
： 1億4,100万円
：平成27年12月
：農山漁村活性化プロジェクト支援交付金

（苗場地区）
：津南町

小水力発電の事例（雑水山第二発電所）

津南町

ぞ う み ず や ま

雑水山第二発電所と源内山調整池（上空より）

中深見 源内山調整池

既設 雑水山導水路(VUφ600)

← 発電所

発電所外観

増速機

発電機

水 車

入口弁

発電所内観 平面図

期別水量

※既設導水路の流末を活用した発電。
※流量の増減に対応できるクロスフロー水車を採用。

農業用水 発電用水（農業用水に従属）

0.42㎥/S
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池平発電所

１月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月

小水力発電の事例（池平発電所）

○池平用水支線の落差を利用した小水力発電施設

流
量

(m3/s)

分水工

期別水量

【発電所諸元】

発電用水
（農業用水に従属+非従属）

農業用水

Q=0.640m3/s

Q=0.887m3/s

Q=0.470m3/s

発電所

有効落差
16.2m

ヘッドタンク内部除塵機

幹線用水路

いけだいら

Q=0.600m3/s

ヘッドタンク

←池平用水支線
落差部

落差H=6.0m

↑池平用水支線
急流部

落差H=11.6m

急流工

落差工

発電所へ

幹線用水路へ

Q=0.584m3/s

：新潟県魚沼市
： 73kW
： 530MWh
： 0.6m3/s
： 16.2m
： 2億5,500万円
：平成28年12月
：地域用水環境整備事業

（池平地区）
：魚沼市土地改良区

位 置
最 大 出 力
年間発電可能量
最 大 使 用 水 量
有 効 落 差
建 設 費
運 転 開 始
造 成 事 業 名

施 設 管 理 者

水圧管路
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○国営関川用水地区における笹ヶ峰ダム落差を利用した小水力発電施設

【発電所諸元】

位 置
最 大 出 力

年間発電可能量
最 大 使 用 水 量
有 効 落 差
建 設 費
運 用 開 始
造 成 事 業 名

施 設 管 理 者

：新潟県妙高市
： 997kW
： 4,127MWh
： 3.8m3/s    
： 33.5m  
： 15億4,800万円
：令和元年7月
：国営かんがい排水事業

（関川用水地区）

：関川水系・和田・水上土地改良区

小水力発電の事例（笹ヶ峰ダム小水力発電所）
さ さ が み ね

笹ヶ峰発電所と笹ヶ峰ダム（上空より）

発電所外観

発電機

水 車

入口弁

発電所内観 平面図

※既設ダムの放流落差を活用した発電

取水ゲート

笹ヶ峰発電所

農業用水
は関川へ

東北電力（株）
西野発電所へ

関川

妙高市

導水管φ1800
農業用水、西野発電
用水、河川維持流量
Qmax：10.99m3/s

水圧管φ1300
小水力発電の

使用水量
Qmax：3.8m3/s

西野発電所
（東北電力）へ

Qmax：3.28m3/s

分水槽

河川放流
農業用水Qmax：7.713/s

笹ヶ峰ダム
堤体下流

関川へ

減勢工
放流管φ1600 Qmax：10.99m3/s
コーンスリーブバルブφ1200、φ450

笹ヶ峰発電所

期別水量

3月 5月

河川維持流量

Ｑ=3.460㎥/s

Ｑ=3.280㎥/s

Ｑ=3.800㎥/s

Ｑ=0.180㎥/s

Ｑ=3.280㎥/s
Ｑ=3.460㎥/s

10月

農業用水

東北電力発電用水

発電用水（かんがい期：農業用水に従属／

非かんがい期：東北電力発電用水に従属）

Ｑ=10.989㎥/s

流
量

（㎥/s）

11月 12月1月 2月 4月 6月 7月 8月 9月
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１月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月

小水力発電の事例（安川発電所）

○幹線用水路（開水路）から分水路（水圧管路）により発電所に送水し、有効落差約20mを利用して発電

流
量

(m3/s)

発電所

分水工

期別水量

安川発電所

幹線用水路

【発電所諸元】
位 置
最 大 出 力
年間発電可能量
最 大 使 用 水 量
有 効 落 差
建 設 費
運 転 開 始
造 成 事 業 名

施 設 管 理 者

：富山県砺波市
： 640kW
： 4,060MWｈ
： 4.0m3/s
： 20.7m
： 9億8,700万円
：昭和63年2月
：県営かんがい排水事業

（庄川右岸地区）
：庄川沿岸用水土地改良区連合

発電用水（農業用水に従属）農業用水

Q=4.00m3/s
Q=2.24m3/s Q= 5.685m3/s Q=2.24m3/s

発電所
分水工

有効落差
20.7m

分水工

幹
線
用
水
路

発
電
所
へ

開水路
（水圧管路と合わせ
て最大5.685m3/s）

水圧管路
（最大4.00m3/s）

幹線用水路

やすかわ

安川発電所
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１月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月

○河岸段丘上の農業用水路から小矢部川へ流下する高低差25.2mを利用した発電所
○新たに発電用の水利権を取得し、農業用水路の断面を最大限に活用して発電

期別水量

農業用水

流
量
(m3/s)

発電使用水量
Q=2.64m3/s

かんがい使用水量
Q=2.98m3/s

Q=0.98～1.01m3/s 発電使用水量
Q=2.64m3/s

Q=0.34m3/s

農業用水に従属しない
水利権を新たに取得

Q=0.98～2.64m3/s

Q=0.34～
2.98m3/s

【発電所諸元】

河川へ放流

発電用水農業用水

予備協議：約１年
本協議：約２年

発電所

位 置
最 大 出 力
年間発電可能量
最 大 使 用 水 量
有 効 落 差
建 設 費
運 転 開 始
造 成 事 業 名

施 設 管 理 者

：富山県南砺市
： 520kW
： 2,570MWh
： 2.64m3/s
： 25.2m
：6億1,700万円
：平成25年3月
：地域用水環境整備事業

（山田新田地区）
：小矢部川上流用水土地改良区

発電用水は、農
業用水が使用し
ない施設容量を
使用

水圧管路

小水力発電の事例（山田新田用水発電所）

減水区間
L=3.5km

や ま だ し ん で ん よ う す い

山田新田用水発電所

ヘッドタンク

山田新田用水路発電

山田新田用水発電所
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